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関係上、記載を割愛した。推計方法はOLSである。なお，有意水準は、** 1 ％，* 5 ％．













































る。なお，有意水準は，** 1 ％，* 5 ％，+10％．
技術者の職務遂行能力に関する一考察 ― 19 ―
(137)
では情報処理技術者に比べ，研究者の保有レベ
ルが低いことが示された。これは逆に言えば，
情報処理技術者の職務遂行能力が研究者に比
べ，幅広い範囲で高いレベルに達していること
を意味する。さらに，職務遂行能力と能力発揮
の関係において，研究者に比べ，情報処理技術
者は協調的性向を通じて能力発揮される効果が
高く，情報処理技術者において必要とされる職
務遂行能力の成分は相対的に幅広いものである
ことを意味する。これら一連の情報処理技術者
に必要な職務遂行能力が協調的性向を含む幅広
いものであることは，商品・製品化から企画や
管理などの仕事に従事する情報処理技術者の相
対的な職務・職域の幅広さと関係があるものと
考えられる。
最後に，本稿の課題と展望を述べ，結語とす
る。まず技術者の範囲についてである。技術者
といっても，その職務・職域は多岐にわたるこ
とはすでに説明したとおりであるが，本稿では
電機・電子・情報産業のみを取扱い，かつ研
究，開発・設計，情報処理に絞られ，技術者の
多様性からいえば非常に限られた範囲に限定さ
れるものであった。この点についてはさらに広
範な技術者をカバーする検討が必要であろう。
また本稿の分析に利用した職務遂行能力に関す
る情報は，いずれも技術者自身が行う自己評価
であり，特に職務遂行能力の保有は実際には保
有レベルではなく，保有の認知である。この点
については実際の保有レベルを如何に測定し，
分析に活用するかを検討する必要がある。いず
れも今後の課題である。
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付表 1　多変量回帰分析に使用した変数の記述統計量
